
令和６年度　第１回国分寺市緑化推進協議会 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　日時　令和６年６月 26 日（水）９時 30 分～11 時 30 分 

　　　場所　書庫棟会議室 

 

次　　　第 

１．開会・委嘱状交付　 

２．部長挨拶、職員紹介、委員紹介、会長・副会長の選出 

３．諮問書の交付 

４．審議 

諮問事項 

① 国分寺市緑の基本計画実施計画達成状況の進行管理について 

５．その他 



事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

緑と公園
課

「緑の基本計画2011」ページ32・33に「緑の確保の目標水準」として「市域面積の
25％相当の緑地を確保」「都市公園一人当たり面積5㎡の整備」「緑被率26％以上を
確保」とある。
　令和5年度の実施計画の評価とは言え、今回の協議会開催が基本計画2011見直しの
最終年度でもあることから、上記3つの環境目標に対し、今現在が目標に対しどのよ
うな水準にあるか、もし、水準到達が困難であるならばどのような課題があるのか
を、協議会冒頭にお話しいただきたい。

　参考になる資料として、東京都建設局のホームページに「東京都都市
公園等区市町村別面積・人口割比率表」という資料が、毎年アップされ
ています。
　こちらの資料によると令和５年４月１日において市の面積に対する公
園等の割合は2.89%、都市公園一人当たりの面積は1.72㎡、緑被率に代
わる指標であるみどり率は５年毎の更新で、最新は平成30年時点となり
34.8%です。
　指標には、人口の要素が絡んでくること、また、所管それぞれの計画
や財政の事情、地権者・所有者の事情があり、なかなか見通すことが困
難な状況にあります。

緑と公園
課

上記中の“緑被率”について調査の実施が後年になることから、確か“みどり率”と
いう指標を新たに考察したと認識しているが、上記目標緑被率に対する現在の達成率
を話しいただく際に、“みどり率”を適用いただきたい。

　「緑被率」は、「樹林地等」、「農用地」、「公園内の緑で覆われて
いる部分」の面積となりますが、これに「公園内の緑で覆われていない
部分」「河川等の水面等」を加えたものが「みどり率」で2013年に東京
都で定義しています。
　緑の基本計画に記載されている「緑地率」「緑被率」は、制定時に調
査したものになり、現在の状況については、予算を取って調査委託にか
けることはしておらず比較する数字はありません。
　緑の基本計画の改定時に検討する課題と考えます。

緑と公園
課

　各施策のKPI（定量的評価）は「緑の基本計画2011」に記載されている目標数値と
連動しているのでしょうか。
　各施策において、「緑の基本計画2011」をもとにした具体的な指標が明示されてい
ないことに少し違和感を感じました。例えば、緑地率や緑被率の増減傾向（人口被覆
地の構成比の増減等も含め）など、相対的にみたうえで評価する必要はありません
か？

　「緑の基本計画2011」にある「緑の確保の目標水準」としてあげる
「市域面積の25％相当の緑地を確保」「都市公園一人当たり面積5㎡の
整備」「緑被率26％以上を確保」を目指した各施策となっています。
　ご意見のとおり、緑地率や緑被率の増減傾向などを相対的に見たうえ
で評価することは必要と考えますが、指標には、別の要素が絡んでくる
こと、また、所管それぞれの計画や財政の事情もあり、多少の幅を持っ
て取り組めることからできる限り行動できるような実施計画を策定して
おります。
　なお、平成31年度から令和５年度の５年間では、公園緑地等の確保さ
れた面積は17,151㎡増えています。

　「保存樹林地の新規指定はなく・・」とあり、申請が無いとの理由で評価2とした
と思うが、市の仕組み上、市民の要請が施策実施の引き金になるような場合の評価
は,市の努力の結果評価とは言えないので、当該施策のみでなく同様の施策は「評価
保留」又は「評価できず」とするなど新たな評価値を考えるとよいので、検討いただ
きたい。
　また、市として保存樹林としたい樹林地候補への保存化を働きかける活動が施策と
して必要ではないかと考えるが、市のお考えをお伺いしたい。

　昨年、新型コロナウイルス感染症対策等によって実施できなかった施
策がありました。この場合、「該当なし」という評価を頂いた経緯があ
りますので、今回も同様に御審議の際に御提案いただき委員の皆様で決
めていただければと存じます。
　現在は、ホームページでの案内とパトロール等で候補地が確認された
場合に働きかけを行っていますが、効果的な周知方法について検討を
行っていきます。

全体

1



事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

　25,268㎡の目標値と、新規指定なしという実績はわかりました。しかし、担当課と
して、どのような働きかけを行ってそのような実績に至ったのか、私たちにはわかり
ません。
　納得できる評価を行いたいので、市からの働きかけを具体的に、教えてください。

　市ホームページで保存樹林地指定の手続き方法などを掲載していま
す。
　また、パトロールで候補地を見つけたときに声掛けや補助案内を行っ
ています。

　どのような候補地（場所、面積）があるのでしょうか？ 　しんまち保育園東側（新町一丁目、約300㎡以上）などがあります。

　想定されている保存が望まれる重要な樹林地の数や面積はどれほどか？この設定目
標は妥当なのか？現実的な目標値なのか？所有者には、指定されることによるメリッ
トはあるのか？あればいいですね。

　把握ができておりません。設定目標については、次期実施計画策定の
際に検討します。目標は減らさないように現状維持を目標としていま
す。
　指定されると、指定区域内の当該年度における固定資産税、都市計画
税相当額の80％が補助されます。

１ページ
通番３

緑と公園
課

　公有地化推進の障害となるのは、何？
　所有者にとっては、高く買ってくれる民間に処分するケースが多いで
す。市が取得する場合は、補助金などの財源の確保も課題となります。

１ページ
通番４

緑と公園
課

　ナラ枯れした木は萌芽更新しにくいのではないか。子供たちによる実生（ドング
リ）の苗づくりや地域の苗会社から購入して定植することも必要ではないか？子供た
ちの学習の機会に活用できる。

維持管理をしていただいているボランティア団体とも協議し、検討させ
ていただきます。

１ページ
通番５

緑と公園
課

　令和５年目標19か所以上で維持管理事業を行うとあるが、実績では保存樹林地18か
所で実施とあり、目標は達成されていないので、“評価2”ではないか。

　評価２に修正いたします。

１ページ
通番６

緑と公園
課

　ナラ枯れは仕方が無いと思いますが、高齢で管理出来ない方への肥料の提供・手入
れの手伝いなどは無理でしょうか。

　保存樹木に指定されていない方への支援はしておりません。保存樹木
に指定されている方へは「国分寺市の緑の保護と推進に関する条例」に
より、補助金を交付しています。

緑と公園
課

１ページ
通番１
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事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

１ページ
通番７

ふるさと
文化財課

　コウヤマキとコノテガシワ、所有者の前向きな協力が必要かと推定。敷地内に一般
の見学者が増えると所有者は困るのではないか。
見学位置、時間帯、季節等考慮して所有者に負担にならないようにできないものか。
敷地内には遠慮お願いする旨掲示板で説明すれば良いのではないか。

　緑の基本計画実施計画の具体施策として掲げる「天然記念物の周知」
を図るためには、所有者の方に御理解と御協力をいただくことが大前提
です。周知を図ることにより見学者の増加が想定されます。立入禁止の
場所に植生している場合は、所有者の方の御意向を把握し、必要と判断
した場合には、掲示物の設置や見学する際に何らかの制限等を設ける等
の対応を検討していきたいと思います。

　生産緑地が減少しているにも関わらず、Ｒ５年度が評価３となっているのは何故で
しょうか？
　市内の緑被地の多くを占める農地を減少させないことが将来的な目的ではないかと
思いますので、生産緑地地区の追加指定の件数で定量評価する施策ではないような気
がいたしますが、いかがでしょうか。
（私の感覚がずれていましたら申し訳ございません・・・）

　ご指摘のとおりです。生産緑地地区の指定面積については毎年度、減
少している状況で、要因については、各権利者の意向ですので、一概に
は言えませんが、相続に伴う畑の宅地化、農業従事者の高齢化による担
い手不足などが理由として考えられるところです。
　そのため、定量評価が難しいところですが、生産緑地の減少を食い止
めるために、生産緑地制度や特定生産緑地制度について、農業委員会や
ＪＡと協力し、説明会等での周知を行ってきているところです。
　また、生産緑地のまま畑を賃借することができる制度である都市農地
賃借円滑化法についても農業委員会と協力し、チラシ等で周知を図り、
担い手不足の解消に努めてきているところでございます。
上記をもって前年度と同様な実績があった事業とし、評価３をつけさせ
ていただいています。

　300年以上かけて養生してきたすばらしい農地が、宅地にかわって、元には戻らな
い。
　国分寺の農地は貴重です。不動産業界に負けないように市役所の方には農地保全の
ために農家への営業と農家への対策、支援を頑張って欲しい。

　農地保全のため、相続税の納税猶予や生産緑地のまま畑を賃借するこ
とができる都市農地賃借円滑化法の周知など農業委員会と協力して行っ
てきているところです。今後も農地保全のために農家の方への支援に努
めてまいります。

２ページ
通番８

経済課

　5年度の地区別懇談会の合計参加者は31名と理解するが、市が看做す農業者は市内
何名で、31名の参加者はそのうちの何名なのか知りたい。
　令和4年17名に比して5年度31名という増加は“評価4”ともいえるが、この施策意
義が“農”を守ることにあると考えるので、農従事者全員に参加いただくことが望ま
しいので、農従事者参加者を個別に把握し、農従事者を分母とし、参加者を分子とす
るカバレッジ率を今後の目標値にしたいと思うがいかがか。

　最新の農林業センサス(2020)における市内の農業経営体数は160経営
体、年間60日以上農業に従事している者は375名となっています。
　市内農業者は家族経営であり、その代表者が地区別懇談会に参加して
いるため、農業従事者全員を分母とすることは適切ではないと考えま
す。また、地区別懇談会は、都市農業を取り巻く情勢・制度等を学びな
がら市内農業者と意見交換を行うことを目的として開催しています。法
や制度等を正しく理解し、活用している農業者は、地区別懇談会の内容
の多くが既知であることから、参加人数の増加は好ましいが、全員参加
の必要性までは考えておりません。

２ページ
通番10

学務課
　小学校給食以外での給食での促進はされていますか？
中学校給食での使用はありますか？

　中学校給食については、委託事業者が食材の購入を行っていますが、
うど、ブルーベリー、お茶等については、地場野菜の使用を指示書に明
記し、地場野菜の利用促進を図っています。その他の野菜についても、
予算の範囲内になりますが、可能な限り地場野菜を使用するよう事業者
に要望しています。

２ページ
通番８

まちづく
り

計画課
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事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

　地場苗木の使用要請43案件中1案件のみの要請受理というのは、この施策の目標達
成実現性が無いに等しいことを意味する。
　何故要請受理が少ないのか、その課題を説明いただきたい。
　同時に今後の要請をどのように改善するかをお伺いしたい。

　「地場苗木を使用したかどうか」は業者から提出される資料からは読
み取れないため、「司シルエット（国分寺ブランドのイロハモミジ）を
使用しているかどうかで判断しています。要請受理が少ないことについ
ては、あくまでもお願いごとのため、購入先までは指定できないためで
す。今後の対応については、令和６年３月よりホームページ上に新たに
載せた「緑化等整備基準」にも地場苗木使用を第一に検討するよう記載
し対応しています。

　地場の苗が何故採用されないのか？苗代が高いのか？国分寺の植木屋さんは、自分
でとった種を蒔いて植木を作っていると聞いた。地元の気候や環境に合った生物多様
性を維持した系統を使っているといえる。ただ最近の庭に植えるような流行？樹種が
あって国分寺の地元苗生産者が扱っていないとうこともあるのか？

　上記同様、一般的な植栽については、どこの植木を使っているかは緑
化指導上指定はできません。司シルエットについては、通常のイロハモ
ミジと比較すると高額であるため、積極的に使用する業者は少ないのが
実状です。

　令和4年98店舗、令和5年89店舗とコロナの影響などあったかと考えるが、参加店舗
の減少した令和5年度の評価は“２”ではないか。
　また今後これまでの“取組の継続”という事で参加店舗数を拡大できると考えるの
であれば、何故令和４から5年にかけて減少したのか、取り組みの何が強化改善され
るのか知りたい。

　評価については、こくベジプロジェクトが令和５年度に実施した全事
業を対象として評価したものになります。参加店舗の減少については、
店舗の閉店やチェーン展開に伴いこくベジの利用が難しくなったといっ
た、やむを得ない理由によるものです。商工会と連携し声掛けを進めた
ことにより新規登録があったことは、取組の成果が出ているものと考え
ます。

　地炎地食というコンセプトが出てきた。地域のエネルギーで地域の食材を楽しむ。
伐採した薪を使ってサツマイモや国分寺豚。子供には焚火をさせてあげたい。

　現状といたしましては、農業振興の観点から地産地消を念頭に置いた
事業を展開することで、緑化の推進に貢献できるよう努めて参ります。

４ページ
通番16

下水道課

　雨水浸透桝設置2673基の内訳として、開発事業に対する指導による設置件数と在来
家屋への設置台数を令和4年、5年について知りたい。
　また、令和5年度末の今までの設置台数合計と下水道課として市全体で最終的に目
標とする在来家屋での設置台数（または設置率）を知りたい。

　令和５年度総設置数2,673基のうち、開発事業が256基・開発事業以外
の自主設置が2,403基・在来家屋へ設置が14基・公共事業による設置は0
基です。また、令和４年度総設置数3,484基のうち、開発事業が271基・
開発事業以外の自主設置が3,187基・在来家屋へ設置が21基・公共事業
による設置は5基です。
　市全体の最終目標値は、平成21年度の計画において、平成25年度に
31,900基達成としております。令和５年度末の総計は61,714基で目標値
を既に達成しています。浸透施設の設置要請は宅地化による浸透量の低
減対策として行っております。

５ページ
通番18

公共施設
マネジメ
ント課

　雨水浸透ます等の具体的な効果は今後どのように確認するのでしょうか？
設置基準についても知りたいです。
（コンクリートによる人口被覆地の拡大で懸念される洪水等の災害を、十分に防ぐこ
とが出来る計画内容でしょうか。）

　雨水浸透ます等は、国分寺市雨水浸透施設技術基準に基づき設置して
います。
　設置した雨水浸透施設の設置効果の確認予定はありません。基準の内
容は別紙のとおりです。

３ページ
通番10

経済課

２ページ
通番10

緑と公園
課
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事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

５ページ
通番21

緑と公園
課

　整備に必要な用地確保が出来ないという事の今後の見通しを聞きたい。
　又令和6年度の目標“活用”とはどういう内容なのか説明いただきたい。

　工事に必要な敷地の地権者協力が得られなかったため保留となってい
ました。今後の見通しはたっておりませんが、地権者の相続等があった
時に協力依頼をかけていきたいと考えます。
　活用とは、整備が完了し使用できる状態を示しています。

６ページ
通番23

まちづく
り

計画課

　①R４年度実績欄,７行目に、「令和5年度から専門員による動植物調査を業務委託
により実施するため、契約締結や調査地点の決定等実施準備を行いました。」とあり
ます。「令和5年度から」とありますが、「令和5年度に」が正しいのではないです
か？
　②今回実施した動植物調査の概要が何一つわかりません。前回と比較して、今回の
調査ではどこが違うのか、どのような成果があったのか、大づかみに説明してくださ
い。また、令和6年3月24日に行われた動植物調査報告会についても参加者数とか、そ
の他内容を紹介してください。（私は、午後の部に参加したので、午前の部の様子も
知りたいです。）
　当日参加者に配布した「令和5年度国分寺市動植物調査報告書　概要版」は重要な
資料です。ぜひ、参考資料として評議会当日に配ってください。

①動植物調査業務委託は、令和４年度に準備や実地踏査を行い、令和５年度か
ら専門員調査を実施するため、令和４年度実績覧に”令和５年度から”と表記
しました。ご指摘を踏まえ、”令和５年度に”表記を修正します。

②動植物調査は、基礎調査、専門員調査を行いました。基礎調査では、国や東
京都の関連計画の情報収集、文献調査、ヒアリング調査、市内踏査を行い、専
門員調査では、知見を有する調査専門員が、目視調査を中心に市内の７地点
（西恋ヶ窪緑地、姿見の池緑地、東京経済大学、武蔵国分寺公園・真姿の池周
辺、平兵衛樹林地、西町四丁目緑地、西町五丁目緑地）で動植物の生息・生育
状況調査を行いました（春期、夏期、秋期。ただし、冬期は鳥類及び哺乳類の
み）。
その他に西恋ヶ窪緑地、姿見の池緑地の２地点において、環境団体等が参加し
て専門員による動植物調査の実地指導を行いました（令和５年５月25日８人、
５月27日６人、10月23日６人、10月29日20人（親子含む））。
今回の調査によって、専門家による次回調査に向けた助言（目視以外の調査方
法、調査場所など）のほか、平成27年度調査と比較できるデータを収集するこ
とができました。総確認種が1,319種（前回1,030種）、今回初めて確認した種
が580種となります。このうち、希少種は国レッドリスト掲載種８種（前回８
種）、東京都レッドリスト43種（前回40種）、生態系被害防止外来種リスト46
種（前回35種）を確認しました。これらの結果を基礎情報として、新しい環境
基本計画に生物多様性地域戦略を含めた形で戦略を策定します（令和７年３月
策定予定）。なお、調査結果の概要として、令和５年度国分寺市動植物調査結
果概要版を添付します（報告会でお配りした資料データの数値に一部誤りがあ
り、訂正しています。）。
※調査結果をホームページに公開するための準備作業を進めています。

令和６年３月24日（日）に開催しました動植物調査報告会では、午前の部５
人、午後の部：13人の参加でした。概要は別紙のとおりです。

　①エックス山の保全ボランテイア活動に参加しています。
府中・国分寺の緑地を舞台にした営業目的のカブトムシ・クワガタ「捕獲ツアー」、
「昆虫ハンター体験」を予約サイトで見つけました。催行日程は今年、6月10日～7月
31日の連日、夜間の催行となっています。
　ビオトープの保全の観点から、由々しき事態と考えますが、これらの企画を市は把
握していますか？内容を把握の上、市内の緑地で生きものを捕獲しないよう申し入れ
てください。

　府中市の樹林地でも開催しているようですので、府中市とも連携を図
り、対応策を講じて参ります。

　お鷹の道周辺の水辺や流れの生態系は豊かであると思われるが、調査や市民と共同
で維持管理されているのか？特別の活動グループがあるのか？特に記載がないので。
規模が小さいということか？

　流量や地下水位の調査は行っています。規模は小さいですが、一部分
でボランティアで水路の清掃活動を行っていただいております。

６ページ
通番24

緑と公園
課

5



事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

７ページ
通番32

緑と公園課

　R5年度の実績欄から、西町4丁目と西町5丁目の樹林地が消えている理由はなんです
か。
　また、R6年度に向けた考え方の欄に、西町5丁目地区、光町1丁目地区において都市
計画緑地などの検討とありますが、西町5丁目の樹林地とは別のものですか。

　令和５年度において、西町４丁目、西町５丁目の樹林地は土地所有者
の意向等により再考となったため、記載しておりません。なお、西町５
丁目の樹林地については、令和６年度に事業の進展を見込んでおり、
「Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標値に向けた考え方」に記載して
おります。
　同じものです。「西町５丁目樹林地」に表記を統一します。

８ページ
通番35

緑と公園
課

　令和5年度目標として45件の公園設備の整備を行うとしてあるにも拘わらず、18件
の整備にとどまったと理解するが、この結果から見ると“評価3ではなく、”評価2で
はないか。
　また令和6年の目標が26件であり令和5年目標より大幅に目標値が減少しているがそ
の理由をお伺いしたい。

　評価２と表記を改めます。
「公園・緑地の総合的な維持管理計画」（平成30年３月）に基づいてい
るため、年度により件数が異なります。

公共施設
マネジメ
ント課

　公共施設マネジメント課が意図する敷地内の緑化面積を確保できたか否か、最終的
な緑化面積を知りたい。

　まちづくり条例に基づく基準緑化面積1,415.85㎡に対して、1,882.41
㎡の緑化面積を確保する計画としています。

契約管財
課

　契約管財課が意図する敷地内の緑化面積を確保できたか否か、最終的な緑化面積を
知りたい。

　敷地内に約280㎡の緑化面積を確保できました。

10ページ
通番37

教育総務
課

　小学校10校、中学校5校に対して令和4～6年の間、毎年3校に対し緑のカーテン普及
という事だが、毎年異なる学校に対する施策であるのか？もしそうであればどの学校
が今後の対象になるのか、令和5年度の施策実施校を知りたい。

　毎年全校に対して依頼している施策であり、今後も全校に対して継続
して依頼して参ります。直近年度の施行実施校は以下のとおりとなって
おります。
【令和３年度実施校】１小、４小、８小、10小
【令和４年度実施校】２小、８小
【令和５年度実施校】３小、５小、７小

11ページ
通番39

緑と公園
課

東京都への要望の中に「お鷹の道湧水園」を含めていただけると有難いです。
（源流の一つでもありますが、都の管理になる園内奥の水源は、荒れ放題で土が削ら
れて池の方に流れ込んでいます。）

　場所を確認し、別途検討させていただきます。

９ページ
通番37
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事前質疑回答票 令和６年度第１回緑化推進協議会

該当ペー
ジ・通番

担当課 質問・疑問等 回答（事務局で記入し，当日に資料として配付予定）

12ページ
通番40

緑と公園
課

　43件中40件で指導通りの緑化策が実施されたという事なので“すべての案件で要
請”はしたものの、要請実現できなかったという事で“評価２”ではないか？
　又、要請実現できなかった3件は何故実現できなかったか説明いただきたい。

　要請実現できなかった３件について、土地形状等から接道緑化が困難
と判断いたしました。接道部緑化は国分寺市まちづくり条例上で義務付
けられていないため、緑化指導の必須項目ではありません。目標どおり
全ての案件で要請したこと、また昨年と同様の実績であることを鑑み、
評価３としております。

12ページ
通番43・
44

緑と公園
課

　ホームページの本協議会に関係する閲覧頻度などデータをとって自己評価している
のか？市のシステム管理部門でデータを持っているのでないか？どれほどの人が見に
来てくれているかでホームページの利用価値が決まる。実際国分寺市民のどれくらい
の人が、どれぐらいの頻度で、市のホームページを見ているのか。
　提案：該当場所での掲示板での説明を増やしたらどうか。HPや市報は、家庭内での
個人閲覧。掲示板は、現場での臨場感がある説明になる。親子や仲間でいっしょに閲
覧ができ、意見交換や情報交換のもとにもなる。

　協議会関係は、ホームページには掲載しておらず、市役所内のオープ
ナーにて閲覧可能ですので、今後、市民の方にどのような周知方法で協
議会を知っていただくか検討して参りたいと思います。

13ページ
通番46

ごみ減量
推進課

「リサイクル率100％」の具体的な中身について知りたいです。
　せん定枝は、家庭からの生ごみや学校給食残渣とともにたい肥とし
て、また、バイオマス発電用燃料としてリサイクルしています。

7



基本方針

１．緑と水の保全・活用
施策の方向

（１）崖線樹林地や雑木林などの保全・再生・活用

1

①緑地保全
制度の指定
による樹林
地の保全

緑と公園課
　保存指定
樹林地制度
による保全

特に保全が望まれる重要な
樹林地については，「緑確保
の総合的な方針（東京都・区
市町村の合同策定）」の位置
付けを踏まえ，緑の保護と推
進に関する条例に基づく保存
樹林地指定により保全します。

保存樹林地を指定しました。
20,574.71㎡（18か所）
過年度指定された２か所で，市へ帰属及び
宅地開発により指定区域内の一部面積解
除（2,389.24㎡）がありました。保存樹林地
の新規指定はありませんでした。

合計25,268㎡
（19か所）以上

R5年度の保存樹林地は20,574.71㎡（18か所）
保存樹林地の新規指定はなく、R４年度末から
の増減はありません。

評価２
合計25,268㎡
（19か所）以上

引続き指定の継続を行い、候補地につ
いて、登録を働きかけます。

2
②国分寺崖
線の樹林地
の保全

緑と公園課
  特別緑地
保全地区の
指定検討

  国分寺崖線樹林地のうち特
に保全が求められる区域につ
いては，特別緑地保全地区の
指定を検討します。なお，特別
緑地保全地区内の緑地保全
事項については，特定具現化
の際に示します。

指定には至っておらず，指定に向けた検討
を進めました。

指定に向けた検討
西恋ヶ窪地区において具体的に指定に向けた
協議を進めましたが、相続に伴い、権利者の
意向により指定を断念しました。

評価２ 指定に向けた検討
現在のところ具体的な案件はありませ
んが、候補地が確認された場合には指
定に向けた検討を行います。

3
③良好な樹
林地の公有
地化

緑と公園課
 樹林地の
公有地化の
推進

  市が借地契約をしている民
有樹林地のうち，次世代に引
き継ぐべき良好な樹林地につ
いては公有地化を進めます。

開園には至っていませんが，保存樹林地の
一部を公有化（寄附）しました。都市計画決
定，事業認可後に公有化していくことを所有
者と協議しました。
日吉町開放樹林地については，地権者と使
用貸借契約期間中です。現時点では，公有
化はしておりません。

・借地契約して開園
・公有地化の検討

新町地区において保存樹林地（寄附地）の一
部を含む都市計画緑地の指定に向けた測量
と図書作成委託を行いました。
光町地区において平兵衛樹林地に接する樹
林地の寄附がありました。

評価３ 検討結果による開園

新町地区において都市計画緑地の指
定に向けた手続きを進めます。
光町地区において樹林地の開放をして
いけるよう整備を検討します。

4 緑と公園課

 萌芽更新
（樹木更新）
などによる
樹林地の若
返り・再生

  雑木林は，市民等の協力を
得て萌芽更新（樹木更新）など
を実施して樹林地の若返り・再
生を図り，良質・良好な緑を次
世代に引き継ぎます。

西恋ヶ窪緑地通路沿いの樹木がナラ枯れし
倒木のおそれがあるため樹木を12本伐採
し，萌芽更新は行いませんでした。

新規に100㎡以上を実施

西恋ヶ窪緑地通路沿いの樹木がナラ枯れし倒
木のおそれがあるため樹木を７本伐採し、萌
芽更新は、南側の区域の11本を萌芽更新しま
した。

評価３ 新規に100㎡以上を実施
西恋ヶ窪緑地について市民団体と協力
して実施し、樹林地の若返り・再生を図
ります。

5 緑と公園課
　樹林地の
適切な維
持・管理

 　市民等の協力を得て，湧水
の涵養域にある樹林地などの
樹林地ごとの特徴を踏まえた
適切な維持・管理を実施しま
す。また，保存樹林地等の民
有樹林地については，所有者
に対し適切な維持・管理を依
頼します。

公有樹林地４か所（西恋ヶ窪緑地・恋ヶ窪樹
林地・姿見の池緑地・恋ヶ窪用水路周辺緑
地）で市民と協働して下草刈り等の維持管
理を行いました。保存樹林地18か所につい
ては，所有者に適切な維持管理の依頼を継
続実施しました。

・公有樹林地４か所を市民と協
働で維持管理
・保存樹林地19か所以上で適
切な維持管理の依頼

公有樹林地４か所（西恋ヶ窪緑地・恋ヶ窪樹林
地・姿見の池緑地・恋ヶ窪用水路周辺緑地）で
市民と協働して下草刈り等の維持管理を行い
ました。保存樹林地18か所については，所有
者に適切な維持管理の依頼を継続実施しまし
た。

評価３

・公有樹林地４か所を市民と協
働で維持管理
・保存樹林地19か所以上で適
切な維持管理の依頼

公有樹林地４か所（西恋ヶ窪緑地・恋ヶ
窪樹林地・姿見の池緑地・恋ヶ窪用水
路周辺緑地）の維持管理をします。ま
た、保存指定樹林地については、所有
者に適切な維持管理の依頼を継続しま
す。

施策の方向
（２）屋敷林・社寺林などの保全・活用

6

①武蔵野の
原風景を構
成する屋敷
林などの保
全

緑と公園課
　保存樹木
への指定

　良好な屋敷林については，
所有者の同意を得て，保存樹
木に指定して保全します。

令和４年度末時点での保存樹木は330本で
す。新規指定は８本でナラ枯れなどの理由
から８本解除がありました。

合計325本以上

令和５年度末時点での保存樹木は314本で
す。新規指定は５本でナラ枯れや高齢で管理
が出来ないなどの理由から21本解除がありま
した。

評価３ 合計325本以上 所有者の同意を得て、保存樹木の新
規指定に努めます。

7

②地域のシ
ンボルとして
親しまれて
いる樹林の
保全

ふるさと文
化財課

  天然記念
物の周知

   天然記念物指定されている
樹木は，本市のシンボルとな
る重要な緑であるため，指定
表示板等を設置するとともに，
土地所有者の同意を得てパン
フレット等によって周知します。

昨年度に引き続いて，コロナ禍により名勝・
天然記念物の訪問調査を実施できなかった
ため，報告書は刊行できませんでした。市
指定天然記念物のうち２件の文化財につい
ては現況を確認し，今後の方向性や現在抱
えている問題等を所有者や関係者と意見交
換しました。

樹木調査
樹木調査については、人員体制の課題等が
あり、実施することができませんでした。

評価１ 樹木調査
市指定天然記念物の現況確認、調査
を行います。

国分寺市緑の基本計画実施計画  実績管理票

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

④適切な維
持・管理によ
る樹林地の
保全・再生

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

評価分類

評価４： 「目標値を上回った」又は「前年度実績を上回った」

評価３： 「目標値を達成した」又は「前年度と同様の実績があった」

評価２： 「目標値を下回った」又は「前年度実績を下回った」

評価１： 「目標値を定めたが未実施であった」又は「実績がなかった」

1 ページ



施策の方向
（３）優良な農地の保全・活用

まちづくり
計画課

・７件（約0.47ha）の追加指定を行い，削除
14件（約2.03ha）と合わせると，生産緑地の
累計は246件（約115.28ha）となりました。
・特定生産緑地制度の周知については，該
当者に申請書等を送付し，申請を受け付け
ました。
・R３年度に申請のあった34件，約11.86haを
特定生産緑地に指定しました。
・追加指定の拡充については，農業従事者
への周知を高めるため，市民への説明会を
市役所にて開催いたしました。また，追加指
定募集及び都市農地貸借円滑化法につい
てチラシを作成し，JA及び農業委員会に配
架・回覧等のご協力をいただき農業従事者
へ周知を行いました。

・制度の周知
・追加指定の実施

９件（約0.46ha）について、地区の一部追加指
定を行い，地区の全部削除６件(約1.08ha)、地
区の一部削除20件(約2.68ha)を合わせると，
生産緑地の累計は240件（約112.11ha）となり
ました。
特定生産緑地制度の周知については，該当
者に申請書等を送付し，申請を受け付けまし
た。
R５年度に申請のあった１件，約0.07haを特定
生産緑地に指定しました。
追加指定の拡充については，農業従事者へ
の周知を高めるため，市民への説明会を市役
所にて開催いたしました。また，追加指定募集
及び都市農地貸借円滑化法についてチラシを
作成し，JA及び農業委員会に配架・回覧等の
ご協力をいただき農業従事者へ周知を行いま
した。

評価３
・制度の周知
・追加指定の実施

近年，生産緑地は減少しており，農地
の宅地化が進んでいます。生産緑地
は，地域のまちづくりに様々な効用をも
たらすことから，生産緑地制度につい
て説明会等で周知し追加指定の促進
を図ります。
特定生産緑地制度について，引き続き
農業委員会やＪＡと協力し，周知を図っ
てまいります。
生産緑地の減少を食い止めるため，生
産緑地のまま畑を賃借することができ
る制度である都市農地賃借円滑法に
ついてチラシ等で周知を図ります。

経済課

農業委員会主催の地区別懇談会（11月７
日・８日・15日）の開催や農業委員会だより
（３月）などを通じ，農業者に生産緑地制度
の周知を図りました。
なお，地区別懇談会は，新型コロナウイル
ス感染症対策として３回の開催とし，17人の
農業者の参加がありました。また，農業委
員会だよりは1回分，農業者全戸に配布を
行いました。

・地区別懇談会４回開催
・農業委員会だより１回掲載

農業委員会主催の地区別懇談会（11月８日・
10日・13日・16日）の開催や農業委員会だより
（３月）などを通じ、農業者に制度周知を図りま
した。
地区別懇談会は、計31人の農業者の参加が
あり、農業委員会だよりは、農業者全戸に配
布を行いました。

評価３
・地区別懇談会４回開催
・農業委員会だより１回掲載

これまでの取組を継続します。

まちづくり
計画課

関係各課へ情報提供を行いました。 関係課に情報提供 関係各課へ情報提供を行いました。 評価３ 関係課に情報提供
引継ぎ，関係各課へ情報提供を行いま
す。

緑と公園課
都市計画公園戸倉公園において，土地開
発公社が先行取得した生産緑地について，
取得しました。

生産緑地担当と連携し，必要に
応じて取得

都市計画公園戸倉公園において、前年同様
に土地開発公社が先行取得した生産緑地に
ついて、買い戻しました。

評価３
生産緑地担当と連携し，必要に
応じて取得

土地開発公社が先行取得した都市計
画戸倉公園用地の取得事業は完了し
たため、新たな売却要望が出た場合
に，対応を進めます。

10 学務課

23.3%　（単年）
【内容】小学校給食の地場産野菜使用率は
23.3%で前年度を若干下回りましたが，「市
立小学校栄養士・市内農業者との情報交換
会」については，新型コロナウイルスの感染
症対策を講じて従前どおり２回実施しまし
た。食育指導での地場産野菜の活用につ
いても，前年度と同様に，学校で使用したい
時期を契約農家へ伝え，作付け計画の調
整を行うなど，可能な限り地場産野菜を使
用できるよう契約農家と連携を図りました。

30%

19.4%　（単年）
【内容】「市立小学校栄養士・市内農業者との
情報交換会」については、昨年度に引続き２
回開催し、食育指導での地場産野菜の活用に
ついて情報共有を行い、地場産野菜の使用率
向上を図るための協議を行いました。
また、給食食材料費が高騰している中でも、地
場産野菜の購入量が減少することがないよう
給食食材料費の予算を増額して対応しまし
た。実績としては前年度の23.3％を下回りまし
たが、想定以上の物価高騰により購入量が例
年より減少したこと、また天候不良についても
使用率が減用した要因となります。

評価２ 30%

令和５年度は前年度実績を下回りまし
たが、使用率については、天候、物価
高騰等の外的要因による部分が大きく
影響しています。引続き栄養士と市内
農家との話し合いにより情報を共有す
る等、担当課として使用率向上に繋が
ることを可能な限り実践し、引続き積極
的に地場産野菜を取り入れていきま
す。

緑と公園課
開発事業協議時に地場苗木の使用を要請
し，42案件中６案件で使用されました。

全ての案件で地場苗木・樹木
の使用を要請

開発事業協議時に地場苗木の使用を要請し，
43案件中１案件で地場苗木が使用されまし
た。

評価２
全ての案件で地場苗木・樹木
の使用を要請

引き続き，地場苗木・樹木の使用を要
請を実施していきます。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

8

①生産緑地
地区の指定
による農地
の保全

　生産緑地
地区の追加
指定の促進

　農地の生産緑地地区への追
加指定を継続します。

9

　都市公園
整備等に向
けた買い取
り

　生産緑地地区の買取申出が
あった場合には，都市公園等
の整備計画を踏まえ，必要に
応じて取得を図ります。

②農業経営
環境の向上

地産地消の
促進

　農業従事者の生産意欲の向
上及び農業経営の安定化並
びに市民の市内農業への理
解を深めるため，学校給食等
における地場野菜の利用を促
進するとともに，市内の緑化活
動においても地場苗木を利用
してもらうことにより，地産地消

を促進します。

2 ページ



Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績
Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

・産直マルシェ３回
・期間限定イベント２回

これまでの取組を継続します。

【開催事業計】
産直マルシェ５回
期間限定イベント２回
こくベジプロジェクト推進連絡会により、下記の
事業を実施し、地場産農畜産物の地産地消に
取り組みました。
■こくベジメニュー提供店への登録
市報及び商工会会報に掲載するなど、積極的
に新規開拓を進めた結果、新たに４店舗が加
わったものの、閉店等により13店舗減少し、89
店舗となりました。
■こくベジの消費拡大及びこくベジメニュー提
供店ＰＲ事業
７月５日～17日の13日間に「トマトフェスタ」を、
令和６年２月24日～３月３日の９日間に「うど
フェスタ」を開催し、消費者に期間限定のこくベ
ジ特別メニューを提供しました。
11月19日の全国都市農業フェスティバルに被
招聘自治体を代表してこくベジメニュー提供店
が出店し、市外にこくベジ及びこくベジメニュー
提供店のＰＲを図りました。
こくベジメニュー提供店と消費者及び生産者
が交流できるきっかけ作りとして、「こくベジの
じかん」開催時に、こくベジトマト及びブルーベ
リーを使ったパン教室を開催しました。
■その他ＰＲ事業
農業に関連していなかった新たな消費者の巻
き込みと、こくベジの認知度向上のため
GapJapan株式会社との衣装提供サポート契
約（令和２年７月31日締結）を更新しました。
イベントや視察受け入れ時に当該ウェアを着
用し、各委員や事務局のSNSで本取組（Local
Hero&Gap）を発信しました。
９月24日の「防災フェスタ」、11月19日の「全国
都市農業フェスティバル」、３月30日の「てのわ
桜見幻燈会」にマルシェ出店し、こくベジ及び
オリジナルグッズの販売を行いました。「全国
都市農業フェスティバル」では、農業者がトー
クイベントに参加することで、全国に向けてこく
ベジとこくベジメニュー提供店のＰＲを図ること
ができました。
「こくベジ特設サイト」を活用して、こくベジ直売
所、こくベジメニュー提供店及びイベント情報
を掲載し、こくベジの取組を周知しました。
各種メディアから取材を受け、本プロジェクト
の取組を宣伝しました。

評価３
・産直マルシェ３回
・期間限定イベント２回

こくベジプロジェクト推進連絡会により，下記
の事業を実施し，地場産農畜産物の地産地
消に取り組みました。
■こくベジメニュー提供店への登録
新型コロナウイルス感染症の影響で積極的
に新規開拓を進めることはできなかったも
のの，市報及び商工会会報にて登録店舗
を募った結果，新たに５店舗が加わり（閉店
により２店舗減少），全98店舗となった。
■こくベジの消費拡大及びこくベジメニュー
提供店ＰＲ事業
・令和４年７月８日～18日の11日間にわたり
「トマトフェスタ」を，令和５年２月25日～３月
５日の９日間にわたり「うどフェスタ」を開催
し，多くの消費者に期間限定のこくベジ特別
メニューを堪能してもらった。
・11月３日の国分寺市　姉妹都市・友好都
市文化交流イベントでは，こくベジマルシェ
の出店と「史跡・農家めぐり」を実施し，こく
ベジの認知度向上と消費拡大につなげるこ
とができた。
・てのわ市と合同開催の「こくベジのじかん」
や「こくベジのじかんクリスマス・マルシェ」
は，新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策のため中止した。
【開催事業計】
・産直マルシェ１回（コロナで２回中止）
・期間限定イベント２回
■その他ＰＲ事業
・GapJapan株式会社との衣装提供サポート
契約（令和２年７月31日締結）について，サ
ポート契約を更新した。視察受け入れやイ
ベント実施時等に当該ウェアを着用し，各委
員や事務局のSNSで本取組（Local
Hero&Gap）を発信することで，農業に関連し
ていなかった新たな消費者を巻き込み，こく
ベジの認知度向上を図った。
・11月３日の「国分寺市　姉妹都市・友好都
市文化交流イベント」にこくベジマルシェを
出店し，こくベジ及びオリジナルグッズの販
売を行った。当日は訪れた多くの方にこくベ
ジの取組を掲載した国分寺じゃらんを配架
し，こくベジの消費拡大とこくベジメニュー提
供店のＰＲを図った。
・「こくベジ特設サイト」を活用して，こくベジ
直売所，こくベジメニュー提供店及びイベン
ト情報を掲載し，こくベジの取組を周知し
た。
・令和５年３月15日の「都市農業遺産に関
する国際ワークショップ」では，ドイツ・インド
ネシア・ブラジル・キューバ・日本の研究者
等の視察を受け入れし，国分寺市の農業や
本プロジェクトの取組を紹介した。実地見学
では，市民農園・農家の畑・こくベジ弁当の
提供などツアー形式で案内した。
・各種メディアから取材を受け，本プロジェク
トの取組を宣伝しました。

経済課
②農業経営
環境の向上

地産地消の
促進

農業従事者の生産意欲の向
上及び農業経営の安定化並
びに市民の市内農業への理
解を深めるため，学校給食等
における地場野菜の利用を促
進するとともに，市内の緑化活
動においても地場苗木を利用
してもらうことにより，地産地消

を促進します。
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通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等

3 ページ



施策の方向
（４）水環境の保全・活用

11 緑と公園課

　湧水量の
安定確保に
向けた開発
事業の適切
な協議

　湧水量の安定確保に向け，
「国分寺市まちづくり条例」に
基づき涵養域における開発事
業の際に適切な協議を実施し
ます。

湧水源周辺における開発事業の事業者へ
条例に基づく協議・指導を実施しました。

全ての対象案件に対し，協議
湧水源周辺における開発事業の事業者へ条
例に基づく協議・指導を１件実施しました。

評価３ 全ての対象案件に対し，協議
全ての対象案件について、引き続き協
議を行っていきます。

12
環境対策
課

　地下水の
適正利用要
望

　地下水利用者が取水する際
は，東京都環境確保条例の規
定に基づき適正な利用を要望
します。

東京都環境確保条例に基づき，揚水機の
出力が300Wを超える揚水施設により地下
水を揚水している市内15の全事業者から，
揚水量報告を提出していただきました。い
ずれも異常は確認されませんでした。

該当する市内全事業者

東京都環境確保条例に基づき、揚水機の出
力が300Wを超える揚水施設により地下水を揚
水している市内18の全事業者から、揚水量報
告を提出していただきました。いずれも異常は
確認されませんでした。

評価３ 該当する市内全事業者
揚水量報告による地下水の取水状況
を維持して把握・監視します。

13
環境対策
課

　地下水の
汚染防止

　湧水の水質保全に向け，東
京都と連携して事業活動に起
因する地下水の汚染防止を図
ります。

 地下水汚染の原因となる土壌汚染対策と
して「東京都土壌汚染対策指針」に基づき，
地下水調査実施の連携を図りました。
井戸水調査：市内20箇所で年１回行いまし
た。
　調査結果は，環境基準値超過箇所が２地
点で，テトラクロロエチレンを検出しました。
・有機フッ素化合物に係るむかしの井戸の
水質調査：24箇所を１回行いました。
　調査結果は，暫定指針値超過箇所が６箇
所ありました。
結果については，広域的課題であるため多
摩地域26市で構成する連絡会議にて情報
共有や対応検討等を行っています。

井戸水の測定結果が環境基準
以下

地下水汚染の原因となる土壌汚染対策として
「東京都土壌汚染対策指針」に基づき、地下
水調査実施の連携を図りました。
井戸水調査：市内20か所で年１回行いました。
調査結果は、環境基準値超過箇所がテトラク
ロロエチレンと大腸菌がそれぞれ２地点で検
出されました。調査結果については所有者、
関係機関等に報告しました。
有機フッ素化合物に係るむかしの井戸の水質
調査：24か所を１回行いました。また、真姿の
池でも１回実施しました。
調査結果は、暫定指針値超過箇所が６か所あ
りました。
結果については、広域的課題であるため多摩
地域26市で構成する連絡会議にて情報共有
等を行っています。また、市ホームページにて
結果を公表しています。

評価３
井戸水の測定結果が環境基準
以下

事業活動に起因する地下水の汚染を
防止するため、継続して東京都と市及
び基準を超えた事業者で連携して行き
ます。
継続して、井戸水調査及び有機フッ素
化合物の調査を行います。

14
ふるさと文
化財課

　湧水地の
親水空間と
しての活用

　お鷹の道・真姿の池湧水群
等の湧水地は，周辺緑地を含
め一体的な管理を図り，自然
にふれ，学ぶことができる親水
空間として活用します。

感染予防対策を施し，ガイドボランティアに
よる史跡ガイドを再開しました。シルバー人
材センターへの管理委託により，清掃等維
持管理に努めました。

・景観の維持管理
・史跡ガイドボランティアの継続

シルバー人材センターへの管理委託により、
清掃等維持管理に努めました。
史跡地をはじめとするお鷹の道や真姿の池湧
水群周辺の史跡ガイド事業を実施しました。

評価３
・景観の維持管理
・史跡ガイドボランティアの継続

引き続き史跡地等の景観の維持管理
を行います。
史跡ガイドボランティア活動を継続実施
します。

15 緑と公園課

　市民等と
協働による
湧水地の維
持・管理

　湧水地及びその周辺の清掃
や保全活動等の維持管理に
ついては，市民等と協働で進
めます。

市民団体と協働して姿見の池緑地周辺の
水路の清掃等を実施しました。

姿見の池緑地において，協働
で維持管理

市民団体と協働して姿見の池緑地周辺の水
路の清掃等を実施しました。

評価３
姿見の池緑地において，協働で
維持管理

市民団体と協働して，姿見の池緑地周
辺の水路清掃等を実施します。

16 下水道課

　民間施設
に対する雨
水浸透施設
の設置協力
の要望

　住宅等の民間施設に対し，
雨水浸透ます等雨水浸透施
設の設置協力を要望します。

雨水浸透ます等雨水浸透施設の設置の協
力を継続して要請しました。（計3484基・トレ
ンチ1,414ｍ）

雨水浸透施設設置の協力要請
雨水浸透ます等雨水浸透施設の設置の協力を継
続して要請しました。（計2673基・トレンチ609m）

評価３ 雨水浸透施設設置の協力要請
雨水浸透ます等雨水浸透施設設置の
協力を継続して要請します。

17 下水道課

　開発事業
に伴う雨水
浸透施設の
設置促進

　開発事業においては，「国分
寺市まちづくり条例」に基づ
き，雨水浸透ます及び雨水浸
透トレンチなどの設置を協議し
ます。

開発事業及び公共施設の雨水に関する協
議の際，雨水浸透施設の設置について，必
要となる雨水浸透量に対する設置数等を適
切に指導し，対象案件42件全てにおいて設
置することで了承を得ました。

開発事業案件における雨水浸
透施設の設置協議

開発事業及び公共施設の雨水に関する協議の
際，雨水浸透施設の設置について，必要となる雨
水浸透量に対する設置数等を適切に指導し，対象
案件43件全てにおいて設置することで了承を得ま
した。

評価３
開発事業案件における雨水浸
透施設の設置協議

開発事業案件における雨水浸透施設
の設置を指導します。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

①湧水の保
全・活用

②地下水涵
養の促進

4 ページ



18
②地下水涵
養の促進

公共施設
マネジメン
ト課

　公共施設
整備におけ
る雨水浸透
施設の設置
推進

　市が設置する学校，保育園，
市役所等の公共施設について
は，公共施設整備にあたり，
雨水浸透ますや雨水浸透トレ
ンチなどの雨水浸透施設の設
置を推進します。

新庁舎建設の実施設計を実施。外構の雨
水については，雨水浸透ますや雨水浸透ト
レンチを設置し，浸透させるよう計画してい
ます。

新庁舎建設の工事
新庁舎建設工事を実施。外構の雨水について
は、雨水浸透ますや雨水浸透トレンチを設置
し、浸透させるよう計画しました。

評価３
新庁舎のしゅん工（雨水浸透施
設設置）

新庁舎建設工事は計画通り進んでお
り、R6年度から開始する外構工事にお
いて、計画どおり雨水浸透施設を設置
します。

緑と公園課

　地下水位観測（37か所），湧水量観測（12
か所）を実施した結果，地下水位及び湧水
量の異常は確認しませんでした。
  増加した2か所は，①南町３-22-17と②本
町３-１-10でこれまで駅周辺整備課が観測
していたものを引き継いだものです。

地下水位観測（35か所），湧水
量観測（12か所）

地下水位観測（37か所）、湧水量観測（12か
所）を実施した結果、地下水位及び湧水量の
異常は確認しませんでした。
令和６年１月より、地下水位観測井戸１か所は
所有者の意向により撤去さました。

評価３
地下水位観測（35か所），湧水
量観測（12か所）

地下水位観測（36か所）、湧水量観測
（12か所）の地下水、湧水の観測を継
続します。

20 緑と公園課
　用水の復
元・親水化
整備検討

　砂川用水や恋ヶ窪用水等に
ついて，用水の親水性の向上
に配慮した整備等を検討しま
す。

姿見の池緑地内水路に隣接している，西
恋ヶ窪若松公園の親水化等整備を完了しま
した。隣接水路に下りられ，水に親しめる環
境にしました。

砂川用水の親水化検討
砂川用水路部を横断する開発事業案件につ
いて，水路部を開渠で残すよう指示し，水路と
の親和性の向上に努めました。

評価３ 砂川用水の親水化検討
開発事業を含め，用水周辺における事
業に付随する親水化について検討しま
す。

ふるさと文
化財課

文化財保護審議会の答申をいただき，教育
委員会の審議を経て，令和４年９月に市重
要史跡に指定しました。指定は市HPで公表
するとともに，光公民館で指定記念講座を
行ったほか，東京都遺跡調査研究発表会な
どで発表を行いました。

広報誌等による周知

胎内堀の調査について、整理作業を進めまし
た。
武蔵国分寺跡資料館秋季展示として「市重要
史跡「中藤新田分水跡　胎内堀」」を開催し、
調査成果を公表しました。開催期間中の「おた
かの道湧水園」の入園者数は、3,531名でし
た。また、企画展のパンフレットを作成し、入園
者のみならず、研究機関や市内の小中学校
等への周知を行いました。

評価３ 広報誌等による周知

引き続き整理作業をすすめ、報告書の
刊行による調査成果の公開を目指しま
す。
パンフレットを作成し、周知を進めま
す。

緑と公園課
土地所有者及び建物所有者と協議しました
が，整備に必要な用地の確保ができず，設
計も実施していません。

設計に基づく整備
土地所有者及び建物所有者と協議しました
が，整備に必要な用地の確保ができず，設計
も実施していません。

評価２ 活用
整備に必要な用地の確保に向けて引
続き協議を進めます。

22 緑と公園課

　野川流域
河川整備計
画に基づく
早期整備を
東京都に要
望

　治水対策，親水空間の創
出，生態系保全等を図るた
め，「野川流域河川整備計画
（平成29年７月　東京都）」に基
づき，野川親水化の早期整備
を東京都に要望するとともに，
市としても実現に向けた取組
を進めます。

関係団体と組織している東京河川改修促進
連盟や野川・仙川改修促進期成同盟にお
いて，早期改修の要望を行いました。市民
の機運を高めるべく，令和４年度より「野川
源流スクール」を開講し，座学，野川散策な
どを行いました。

東京都への要望及び市民懇談
会を開催

関係団体と組織している東京河川改修促進連
盟や野川・仙川改修促進期成同盟において、
早期改修の要望を行いました。
市民の機運を高めるべく、令和４年度より開催
している「野川源流スクール」を令和５年度も
開講し、座学、野川散策などを行いました。

評価３
東京都への要望及び市民懇談
会を開催

関係団体と組織している東京河川改修
促進連盟や野川・仙川改修促進期成
同盟において、早期改修の要望を行う
とともに、令和５年度に引き続き「野川
源流スクール」を開催し、一人でも多く
の市民に野川の現状を知ってもらい、
野川に対する認識を持ってもらいます。

・野川水質分析３地点×７回
・野川底質分析１地点×１回
・湧水水質分析２地点×６回
・井戸水調査20地点×１回の調
査

地下水の水位や湧水等の水量、水質
に関する調査を継続して実施し、加え
て、有機フッ素化合物について、今後も
継続して調査を行います。

評価３
環境対策

課

国分寺市内の水環境等の分析調査により
現況把握を行うとともに，経年的なデータ変
化を把握するための基礎素量とするため以
下の調査を行いました。その結果は一部で
環境基準を上回る数値が確認され，所有
者，関係機関等に報告しました。
・野川水質分析調査及び野川底質分析調
査
　押切橋，一里塚橋，鞍尾根橋,の３地点で
年７回，底質分析調査は，一里塚橋で年１
回行いました。
・湧水水質分析調査
　真姿の池,，東経大で年６回行いました。東
経大のみ１回欠測ありました。
・池水分析調査
　姿見の池上流，姿見の池下流で年１回行
いました。
・井戸水調査：市内20箇所で年１回行いまし
た。
　調査結果は，環境基準値超過箇所が２地
点で，テトラクロロエチレンを検出しました。
・有機フッ素化合物に係るむかしの井戸の
水質調査：24箇所を１回行いました。
　調査結果は，暫定指針値超過箇所が６箇
所ありました。

・野川水質分析３地点×７回
・野川底質分析１地点×１回
・湧水水質分析２地点×６回
・井戸水調査20地点×１回の調
査

野川水質分析調査及び野川底質分析調査
　押切橋、一里塚橋、鞍尾根橋、の３地点で年
７回、底質分析調査は、一里塚橋で年１回行
いました。
湧水水質分析調査
　真姿の池、、東経大で年６回行いました。東
経大のみ１回欠測ありました。東経大のみ取
水できない回があり欠測となりました。
池水分析調査
　姿見の池上流、姿見の池下流で年１回行い
ました。
井戸水調査：市内20か所で年１回行いました。
国分寺市内の水環境等の分析調査により現
況把握を行うとともに、経年的なデータ変化を
把握するための基礎素量とするため以下の調
査を行いました。その結果は一部で環境基準
を上回る数値が確認され、所有者、関係機関
等に報告しました。
　調査結果は、環境基準値超過箇所がテトラ
クロロエチレンと大腸菌がそれぞれ２地点で検
出されました。
有機フッ素化合物に係るむかしの井戸の水質
調査：24か所を１回行いました。また、真姿の
池でも１回実施しました。
　調査結果は、暫定指針値超過箇所が６か所
ありました。

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価
通
番 施策項目 担当課 具体施策 Ｒ６年度目標値

Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標
値に向けた考え方

19
③水環境に
関する実態
調査の実施

　湧水・地下
水・野川等
に関するモ
ニタリング
調査の実施

　地下水の水位や湧水等の水
量，水質に関する調査につい
て，定期的に実施します。

施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

④用水及び
野川の保
全・復元

　胎内堀跡
周辺の保
全・活用

　胎内堀跡周辺については，
貴重な歴史的資源として保

全・活用を進めます。
21
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２．生態系の保全・回復
施策の方向
（１）生物の生息空間の保全・整備

24
②ビオトープ
の保全・整
備

緑と公園課

　拠点的な
緑・水辺に
おけるビオ
トープの保
全

　多様な生物が生息・生育す
る緑と水の拠点は，ビオトープ
として保全するとともに，市民
等の協力を得ながら，適切な
維持管理を検討します。

 西恋ヶ窪緑地の大規模な自然空間につい
て，安全安心に配慮した適切な緑地の維持
管理を市民団体と協働して実施しました。
姿見の池緑地について，市民団体と協働で
水路箇所の清掃などの維持管理を実施しま
した。

西恋ヶ窪緑地，姿見の池緑地
において協働で維持管理

西恋ヶ窪緑地の大規模な自然空間について、
安全安心に配慮した適切な緑地の維持管理
を市民団体と協働して実施しました。
姿見の池緑地について、市民団体と協働で水
路箇所の清掃などの維持管理を実施しまし
た。

評価３
西恋ヶ窪緑地，姿見の池緑地
において協働で維持管理

西恋ヶ窪緑地、姿見の池緑地において
協働で引続き良好な維持管理を行いま
す。

基本方針

３．公園・緑地の整備
施策の方向
（１）都市公園・緑地の配置の考え方

25
①街区公園
の配置の考
え方

緑と公園課

　都市計画
決定済公園
の整備と配
置の適正化

　街区公園については，誰も
が気軽に利用できるよう徒歩
圏内（おおむね250ｍ）への配
置を検討し，都市計画決定さ
れている街区公園は，引き続
き整備を進めます。

都市計画公園の市内分散配置方針に基づ
き，候補地の洗い出し等検討を行いました。 配置の検討

前年の検討を基に，地権者との調整等，検討
を進めました。

評価３ 配置の検討 引き続き検討を進めます。

26

②近隣公
園・地区公
園の配置の
考え方

緑と公園課

　都市計画
決定済公園
の整備と公
園空白地帯
での優先整
備

　都市計画決定されている近
隣公園は，引き続き整備を進
めるとともに，整備にあたって
は，公園空白地帯に優先的に
配置します。

都市計画公園戸倉公園用地の一部の取得
を行いました。また，整備内容について検討
を開始しました。

戸倉公園の設計
戸倉公園の設計業務を完了しました。設計に
あたり市民説明会を2回開催しました。

評価３ 戸倉公園の整備
整備のための測量と設計が完了し、整
備工事を行います。

評価３
調査結果を基に「生物多様性地

域戦略」策定

動植物調査令和５年度に実施した動植
物調査の結果を基に、生物多様性地
域戦略を包含した第三次環境基本計

画の策定を行います。また、「身近な生
きものさがし」を実施し、市内で目撃し
た生きものに関する情報収集を行いま

す。

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価

23
①市内の生
物の実態把
握

まちづくり
計画課

　市内の生
息生物の実
態把握と環
境影響評価
指標の基礎
ﾃﾞｰﾀとして

の活用

　市内の生息生物について，
市民活動団体や教育・研究機
関などの協力を得て実態の把
握を目指すとともに，環境影響
評価指標の基礎データとして

の活用を目指します。

・平成27年度に実施した動植物の経年変化
による状況を把握するため，「身近な生きも
のさがし春・夏編」を実施し，市内に生育・生
息する指標種８種類（昆虫類，鳥類，植物，
両生類・は虫類）のほか，市内で目撃した生
きものに関する情報収集を行いました。ま
た，令和５年度から専門員による動植物調
査を業務委託により実施するため，契約締
結や調査地点の決定等実施準備を行いま
した。

・市民活動団体から姿見の池緑地保全地
域における植物相調査結果等について情
報提供を受けたため，市内の動植物の生
育・生息状況を把握するための基礎資料と
しました。

・姿見の池において，生物多様性保全のた
め，外来種であるアメリカザリガニの捕獲イ
ベントを親子向けに実施し，駆除による外来
生物の対策を行いました。
　あわせて，講師（環境アドバイザー）を招
き，外来種が生態系に及ぼす被害について
の講義や水辺に生息する生物についての
観察等を行うことにより，生物多様性に係る
環境教育を実施しました。

動植物調査の実施

平成27年度に実施した動植物の生息状況等
と経年変化による把握及び第三次環境基本
計画に包含する予定の生物多様性地域戦略
の基礎情報とするため、専門員による動植物

調査を実施しました。

市民活動団体から姿見の池緑地保全地域に
おける植物相調査結果等について情報提供
を受けたため、市内の動植物の生育・生息状

況の文献資料としました。

姿見の池において、生物多様性保全のため，
条件付特定外来生物であるアメリカザリガニ
の捕獲イベントを親子向けに実施し、外来生
物対策の啓発活動を行いました。（参加者：小

学生25人、保護者21人）
　あわせて，講師（環境アドバイザー）を招き、
外来種が生態系に及ぼす被害についての講
義や水辺に生息する生物についての観察等

を行うことにより、生物多様性に係る環境教育
を実施しました。

Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績
通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ６年度目標値

Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標
値に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
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施策の方向

（２）都市計画公園・緑地の整備・見直し

27 緑と公園課

　都市計画
決定済公
園・緑地の
整備

　都市計画決定された公園・
緑地については，引き続き整
備を進めます。

姿見の池緑地に隣接する使用貸借してい
た公園の用地を取得し，新たに親水機能を
加えた公園改修工事を行い，姿見の池緑地
の拡大整備を行いました。

戸倉公園の設計
都市計画公園戸倉公園について，整備のため
の測量と設計を行いました。

評価３ 戸倉公園の整備
整備のための測量と設計が完了し、整
備工事を行います。

28 緑と公園課
　都市計画
公園・緑地
の新規指定

　新たな都市公園の整備につ
いては，必要に応じて都市計
画公園・緑地に指定し，整備
へと進めます。

新町一丁目ほか，新たな都市計画施設の
整備に向けて，候補地の土地所有者と協議
を行いました。

指定する土地の都市計画決定
手続

新町地区において、樹林地周辺の所有者へ
指定に向けた交渉を行い、また接する庁内各
所管課への指定に向けた協議を行い、エリア
を定めました。また都市計画緑地に向けた測
量及び図書作成の委託を行いました。

評価３
指定する土地の都市計画決定
手続

新町地区において、都市計画緑地の決
定に向けた手続きを行います。

施策の方向
（３）身近な公園・緑地の整備・充実

29

①誰もが気軽
に利用できる
身近な公園の
整備・充実

緑と公園課

　身近な公
園の市民参
加による計
画的な整備

  身近な公園の整備にあたっ
ては，計画段階から住民参加
を促し，地域の意向を踏まえた
公園整備を進めます。

都市計画公園戸倉公園の整備内容につい
て，市民懇談会を開催しました。

戸倉公園の整備に関する市民
懇談会等の実施

都市計画公園戸倉公園の整備内容につい
て，市民懇談会を開催しました。

評価３
整備案件がある場合に市民懇
談会等の実施

黒鐘公園整備工事に伴う設計を行うた
め、市民説明会を予定しています。

30

②開発行為
等による新
たな公園の
確保

緑と公園課

　開発事業
に伴う提供
公園整備の
促進

  一定規模以上の開発事業に
ついては，「国分寺市まちづく
り条例」に基づき公園の設置
を促進します。

提供公園の供用開始は４公園。
開発事業で協議済みの１件は施行中です
が，過年度に協議済みの４公園は，市に引
継ぎが完了し開園しました。

対象案件が生じたときに協議

提供公園で供用開始したのは１公園。
開発事業で協議済みの３件は施行中ですが，
過年度に協議済みの１公園は，市に引継ぎが
完了し開園しました。

評価３ 対象案件が生じたときに協議
引き続き、対象案件が生じた場合は、
事業者と協議を行い安全安心な公園
整備を求めていきます。

施策の方向
（４）特色ある公園・緑地の整備

31
①史跡指定
地の公園化

ふるさと文
化財課

  史跡指定
地の公有地
化と公園整
備

  本市の歴史資源と湧水などの
自然資源の一体的な保全のた
め，史跡武蔵国分寺跡周辺の史
跡指定地等の公有地化と公園整
備を引き続き進めます。

・史跡指定地を999.9㎡取得し公有化しまし
た。
・南門地区において倒木や虫害の恐れのあ
る樹木（高木52本，低木約262本）の伐採を
施し安全確保と視界を確保しました。また看
板設置を行ったほか，防草シートを敷き景
観を配慮した作業を実施しました。

・公有地化の継続
・南門地区の整備

史跡指定地を1,511.51㎡取得し公有化しまし
た。
南門地区第二工区その２（西側）の整備工事
を完了しました。

評価３
・公有地化の継続
・南門地区の整備

R６年度も公有地化を継続します。
R６年度は南門地区第二工区その３
（参道・北東）の整備工事を行います。

32
②雑木林の
緑地指定

緑と公園課

  雑木林の
都市計画緑
地の指定検
討

  身近に自然とふれあえる雑木林
は，貴重な景観資源でもあること
から，都市計画緑地の指定を検
討します。

新町一丁目，西恋ヶ窪一丁目，西町四丁
目，西町五丁目の樹林地について都市計
画緑地等の指定に向けて土地所有者と協
議を行いました。

指定検討
新町地区、西恋ヶ窪地区において都市計画緑
地や特別緑地保全地区指定に向けた検討を
行いました。

評価３ 指定検討
西町五丁目地区及び光町一丁目地区
において都市計画緑地等の検討を行
います。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

①都市計画
公園・緑地
の整備

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
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施策の方向
（５）安全で安心できる公園の整備・充実

33
①公園の防
災機能の向

上
防災安全課

 身近な公園
の防災機能

の整備

  災害時の一時的な避難場所とし
ても活用する身近な公園につい
ては，防災備蓄倉庫，災害用トイ

レ等の設置整備を進めます。

・宅地開発事業のまちづくり条例に基づく協
議において，新町ひばり公園内に防災備蓄
倉庫やマンホールトイレ，むかしの井戸等
の防災関連設備の設置を求め，防災機能
の整備を図りました。
・設置済みのむかしの井戸の点検及び水質
検査を実施しました。水質検査について，検
査項目のうち基準値を超える項目がありま
したが，飲用ではなく生活用水としての活用
を想定しているため，引き続き飲用はしない
ことを掲示等により周知しました。

公園内の防災機能の整備

宅地開発事業のまちづくり条例に基づく協議
において，西町シラカシ公園内（西町５-28-
73）に防災備蓄倉庫やマンホールトイレ，むか
しの井戸等の防災関連設備の設置を求め，防
災機能の整備を図りました。
設置済みのむかしの井戸の点検及び水質検
査を実施しました。水質検査について，検査項
目のうち基準値を超える項目がありましたが，
飲用ではなく生活用水としての活用を想定し
ているため，引き続き飲用はしないことを掲示
等により周知しました。

評価３ 公園内の防災機能の整備

宅地開発事業のまちづくり条例に基づ
く協議において，公園内に防災備蓄倉
庫やマンホールトイレの要望を継続す
るとともに，地域住民が災害時に防災
倉庫に市が自助などを高める防災資
機材等を配備したうえ，活用できるよ
う，地域の団体と協定を締結していきま
す。

施策の方向
（６）公園・緑地の適切な維持・管理

34
①公園施設
の定期的な
点検

緑と公園課
　公園施設
の定期点検
の実施

　誰もが安全・安心に利用でき
るように，公園内施設の定期
点検を実施します。

精密な点検を１回実施した。遊具を設置し
ている全ての公園の点検を実施した結果，
139公園中，D判定（緊急修繕が必要または
撤去）は３公園で遊具数は３基あり，そのう
ち２基を修繕，１基を撤去しました。

遊具を置いている全ての公園
で点検を実施

精密な点検を１回実施しました。遊具を設置し
ている全ての公園の点検を実施した結果，
144公園中，D判定（緊急修繕が必要または撤
去）は３公園で遊具数は３基あり，そのうち２基
を修繕，１基はR６に修繕します。

評価３
遊具を置いている全ての公園
で点検を実施

遊具を置いている全ての公園で点検を
実施します。

35
②公園施設
の機能更
新・充実

緑と公園課
　公園内施
設の更新・
廃棄の検討

  定期点検の結果，問題が確
認された施設等については，
維持管理コストなどを考慮した
上で公園施設の更新・廃棄を
検討します。

遊具点検結果を基にC・D判定のものを優先
的に27件の公園施設（スプリング遊具，ベン
チなど）の更新・補修を実施しました。

45件の公園施設の更新・補修
を実施

遊具点検結果を基にC・D判定のものを優先的
に　18件の公園施設（スプリング遊具，ベン
チ，園名板など）の更新・補修を実施しました。

評価３
26件の公園施設の更新・補修
を実施

16件の公園施設の更新・補修を予算計
上しました。遊具点検結果を踏まえ，緊
急に修繕が必要になったものについて
は，その都度対応します。

36

③地域によ
る身近な公
園の維持・
管理

緑と公園課

　市民と市と
の協働によ
る公園の維
持・管理

　小規模な公園等は，地域の
市民や市民活動団体の理解
を得て「公園サポート事業」へ
の登録を促し，公園清掃等に
ついてサポート団体による維
持・管理を実施します。

１団体１公園の解除があり，累計31団体39
公園になりました。
メンバーの高齢化等を理由に登録解除を希
望する団体が増加しているため，活動の継
続を求めながら，市報へ記事を掲載する
等，新規登録団体の増加に努めました。

38団体48公園
累計31団体が39公園で活動しています。若い
人材確保に向けて事業の紹介をHPに掲載し
ました。

評価３ 41団体51公園

大学などと連携をとるなど若年層の人
材確保に向けても検討を行い、登録団
体を増やすための取り組みを実施しま
す。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
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基本方針
４．まち中の緑化
施策の方向
（１）公共公益施設の緑化

公共施設マ
ネジメント課

新庁舎建設の実施設計を実施。隣接する
武蔵国分寺公園との連携も考慮しながら，
敷地内の緑化を検討しています。

新庁舎建設の工事
新庁舎建設工事を実施。R4年度に引き続き、
隣接する武蔵国分寺公園との連携も考慮し、
敷地内の緑化を検討しました。

評価３
新庁舎建設のしゅん工（樹木植
栽）

新庁舎建設工事は計画通り進んでお
り、R6年度から開始する外構工事にお
いて、緑化整備を進めます。

契約管財
課

市役所敷地内の空間に草花の植え替えを
行いました。

緑のカーテンや市民の目の届く
ところへの緑化

市役所敷地内の空間に草花の植え変えを行
いました。

評価３
緑のカーテンや市民の目の届く
ところへの緑化

Ｒ７年１月からの新庁舎移転後も引き
続き継続して行きます。

協働コミュ
ニティ課

＜内藤＞花壇管理を２か所行いました。
＜西町＞プランターを１か所，グリーンカー
テンを２か所設置しました。
＜北町＞花壇・プランター・グリーンカーテ
ン（ゴーヤ）を各１か所設置しました。
＜北の原＞花壇・プランター管理を各１か
所行いました。

<内藤>花壇管理１か所
<西町>グリーンカーテン１か所
<北町>花壇・プランター・グリー
ンカーテン各１か所
<北の原>花壇・プランター各１
か所

＜内藤＞花壇管理を２か所行いました。
＜西町＞プランターを１か所，グリーンカーテ
ンを２か所設置しました。
＜北町＞花壇・プランター・グリーンカーテン
（ゴーヤ）を各１か所設置しました。
＜北の原＞花壇・プランターグリーンカーテン
（朝顔）を各１か所設置しました。

評価３

<内藤>花壇管理１か所
<西町>グリーンカーテン１か所
<北町>花壇・プランター・グリー
ンカーテン各１か所
<北の原>花壇・プランター各１
か所

前年度と同様に緑化の取組みを各地
域センターの利用者等へ公開して普
及・啓発を図ります。

文化振興
課

〈いずみホール〉
花壇管理及び樹木のせん定を行いました。

花壇管理
樹木せん定

〈いずみホール〉
花壇管理及び樹木のせん定を行いました。

評価３
花壇管理
樹木せん定

〈いずみホール〉
花壇管理及び樹木のせん定を行いま
す。

スポーツ振
興課

＜市民スポーツセンター＞
花壇管理１か所行いました。
＜市民室内プール＞
グリーンカーテン１か所を設置しました。

＜市民スポーツセンター＞
花壇管理１か所
＜市民室内プール＞
グリーンカーテン１か所
植栽１か所設置

＜市民スポーツセンター＞
花壇管理１か所行いました。
＜市民室内プール＞
グリーンカーテン１か所を設置しました。
植栽1か所設置しました。

評価３

＜市民スポーツセンター＞
花壇管理１か所
＜市民室内プール＞
グリーンカーテン１か所

花壇等について，引き続き適切な維持
管理に努めます。

地域共生
推進課

福祉センター入口脇グリーンカーテンとして
R4年度は前年度から継続してフーセンカズ
ラを栽培。緑化及び入館者や壁側のベンチ
を利用される方にも鑑賞する場を提供する
ことができました。

＜福祉センター＞
グリーンカーテン１か所

<福祉センター>
R５年度は令和４年度から引き続いて入口脇
にグリーンカーテン１か所を設けフウセンカズ
ラを栽培しました。来館者や壁側のベンチを利
用される方たちにも丸いフウセンがいっぱい
のグリーンカーテンを楽しんでいただけました

評価３
＜福祉センター＞
グリーンカーテン１か所

R６年度も，福祉センターのフラワー
ポット管理を委託しているNPO法人
ohana農園と協議の上，グリーンカーテ
ンを設置し来館者や壁側のベンチを利
用される方に鑑賞していただく場を提
供します。

健康推進
課
R4健推R5
高齢

＜いずみプラザ＞
施設周辺の植栽の維持管理を行い，市民・
職員等施設利用者が安全・快適に施設周
辺及び館内を利用できている。

＜いずみプラザ＞施設周辺の
植栽の維持管理

＜いずみプラザ＞
大規模改修工事（その１）を終え、屋上・施設
周辺の植栽整備及び維持管理を行い，市民・
職員等施設利用者が安全・快適に施設周辺
及び館内を利用できました。

評価４
＜いずみプラザ＞施設周辺の
植栽の維持管理

＜いずみプラザ＞
引き続き，施設周辺の植栽維持に努め
ます。

高齢福祉
課

<さわやかプラザもとまち>植栽３か所及び
花壇２か所の維持管理を行いました。
<生きがいセンターほんだ＞
（高齢福祉課回答）植栽の維持に努めまし
た。

<さわやかプラザもとまち>植栽
３か所及び花壇２か所
＜生きがいセンターほんだ＞
植栽の維持

<さわやかプラザもとまち>植栽３か所及び花
壇２か所の維持管理を行いました。
<生きがいセンターほんだ＞
植栽の維持に努めました。

評価３

<さわやかプラザもとまち>植栽
３か所及び花壇２か所
＜生きがいセンターほんだ＞
植栽の維持

敷地内の植栽・花壇の維持管理を継続
して行います。

保育幼稚
園課

<保育所>
・グリーンカーテンは1か所の植栽でした
が，思ったほど成長がなかったです。
・園庭での菜園での野菜等の栽培は大きく
育ち，収穫までできました。

＜保育所＞
・グリーンカーテン１か所
・園庭の植栽の管理

<保育所>
グリーンカーテンは1か所の植栽でしたが，昨
年の経験から植物の種類とプランターの土を
変えたりしたものの、生育は今一つでした。。
園庭での菜園での野菜等の栽培は大きく育
ち，年間を通し収穫までできました。

評価２
＜保育所＞
・グリーンカーテン１か所
・園庭の植栽の管理

グリーンカーテンに関しては植栽の種
類を変更して実施予定です。

野菜作りに関しては、例年通り年間を
通して菜園及びプランターでの栽培を
実施予定です。

子ども子育
て支援課

＜児童館＞
・花壇の緑化４館で実施しました。
・グリーンカーテンの設置１館で実施しまし
た。
・プランター２館で実施しました。
＜学童＞
・花壇７施設で実施しました。
・グリーンカーテン１施設で実施しました。
・プランター８施設で実施しました。
・ツツジの植え込み１施設で実施しました。
・生け垣の緑化３施設で実施しました。
児童が植物へ関心を持てるよう季節の野菜
を植える等工夫し，日々の保育の中で植栽
作業を楽しみながら作業していました。

＜児童館＞
・花壇の緑化２館で実施
・グリーンカーテンの設置１館で
実施
＜学童＞
・花壇３施設で実施
・グリーンカーテン４施設で実施
・プランター７施設で実施
・ツツジの植え込み１施設で実
施
・生け垣の緑化１施設で実施

＜児童館＞
花壇の緑化３館で実施しました。
グリーンカーテンの設置１館で実施しました。
プランター３館で実施しました。
生け垣の緑化を１施設で実施しました。
＜学童＞
花壇５施設で実施しました。
グリーンカーテン２施設で実施しました。
プランター９施設で実施しました。
ツツジの植え込み１施設で実施しました。
生け垣の緑化２施設で実施しました。
※児童館・学童においては、令和５年度の目
標値を達成し、子どもたちと一緒にプランター
栽培の収穫などすることで植物への興味関心
を高められました。

評価３

＜児童館＞
・花壇の緑化２館で実施
・グリーンカーテンの設置１館で
実施
＜学童＞
・花壇３施設で実施
・グリーンカーテン４施設で実施
・プランター７施設で実施
・ツツジの植え込み１施設で実
施
・生け垣の緑化１施設で実施

＜児童館＞
引き続き花壇の緑化やグリーンカーテ
ンの設置を行っていきます。
＜学童＞
引き続きプランターや花壇の植栽管理
を行っていきます。

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績
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　公共公益
施設の緑化

　公共施設を市内の緑化モデ
ルとして，シンボルツリーの植
栽，屋上緑化や壁面緑化等を
推進するとともに，その緑化方
法や効果等を市民や事業者
へ公開して普及・啓発を図りま
す。
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子育て相
談室

【子ども家庭支援センター】
植栽の定期的な剪定等，維持管理に努め
ました。また，プランターを活用し，チュー
リップや朝顔など季節に合わせた植物の栽
培を行いました。
【こどもの発達センターつくしんぼ】
低木についてはシルバー人材センターに委
託し剪定を行いました。また，高所作業が必
要な樹木については市内造園事業者に剪
定作業を委託し，植栽の管理を行いまし
た。

＜子ども家庭支援センター＞
樹木による植栽と前庭の花壇
管理
＜こどもの発達センターつくし
んぼ＞
せん定などによる樹木による植
栽の維持・管理

【子ども家庭支援センター】
特に夏季には植栽の剪定等を３回行い、一年
間を通して維持管理に努めました。また、季節
に合わせた植物や野菜の栽培を積極的に行
いました。
【こどもの発達センターつくしんぼ】
シルバー人材センターに委託し樹木の剪定を
行いました。

評価３

＜子ども家庭支援センター＞
樹木による植栽と前庭の花壇
管理
＜こどもの発達センターつくしん
ぼ＞
せん定などによる樹木による植
栽の維持・管理

【子ども家庭支援センター】
季節に合わせた植栽の定期的な剪定
及び植物の栽培等を継続的に行いま
す。
【こどもの発達センターつくしんぼ】
剪定などによる樹木植栽の維持管理を
継続します。

まちづくり
計画課

　夏の強い日差しの遮断や室温上昇の抑
止などにより，エアコンの使用時間を低減
し，省エネルギーの促進を図ることを目的
に，公共施設や市民にアサガオとゴーヤの
種の配布を行い，グリーンカーテンの普及
啓発を行いました。
　あわせて，配布する種の袋に環境配慮に
関するシールを貼り，啓発を行いました。
配布数：1,000袋（ゴーヤ・アサガオ各500
袋）

市民や公共施設にゴーヤ等の
種の配布及び普及啓発

　夏の強い日差しの遮断や室温上昇の抑止な
どにより、エアコンの使用時間を低減し、省エ
ネルギーの促進を図ることを目的に、地域セ
ンター等公共施設の緑化を推進しました。市
民にはアサガオとゴーヤの種の配布を行い、
グリーンカーテンの普及啓発を行いました。
　なお、配布する種の袋にSTOP温暖化のメッ
セージ入り環境配慮に関するシールを貼り、
啓発を行いました。
配布数：1,000袋（ゴーヤ・アサガオ各500袋）

評価３ 市民や公共施設にゴーヤ等の
種の配布及び普及啓発

引き続き，地球温暖化防止の観点から
市民や公共施設にゴーヤとアサガオの
種を配布し，グリーンカーテンや環境配
慮について普及啓発を行います。

環境対策
課

・清掃センター事務所棟西側窓面（１か所）
に，グリーンカーテン（アサガオ）を設置し
た。
･緩衝緑地維持管理は，計画的に樹木の剪
定・伐採については業者委託をしており，ま
た支障枝や下草刈り等は，適宜，職員が行
いました。

緩衝緑地維持管理

(仮称）リサイクルセンターへの施設整備に伴
い、事務所棟解体のためグリーンカーテンは
未設置となりました。
緩衝緑地維持管理は、計画的に樹木の剪定・
伐採については業者委託をしており、また支
障枝や下草刈り等は、適宜、職員が行いまし
た。

評価３ 緩衝緑地維持管理

（仮称）リサイクルセンター施設整備が
完了する令和13年度（予定）までの期
間において、グリーンカーテンは未設
置となります。
緩衝緑地の適宜な維持管理を行いま
す。

教育総務
課

学校の授業を通じて，小学校２校で緑の
カーテン作成に取り組みました。また,小学
校２校で緑のカーテンとしてではなく鉢植え
にて朝顔及びゴーヤの栽培を行いました。

小中学校３校で設置

学校の授業を通じて、小学校２校で緑のカー
テン作成に取り組みました。また、小学校１校
で緑のカーテンとしてではなく、畑でゴーヤの
栽培を行いました。

評価３ 小中学校３校で設置
今後も学校の授業等を通じて、ゴーヤ
や朝顔の栽培を行います。

社会教育
課

＜ひかりプラザ＞花壇管理２か所，グリーン
カーテン１か所を実施しました。

＜ひかりプラザ＞花壇管理２か
所，グリーンカーテン１か所

ひかりプラザにおいて花壇管理２か所，グリー
ンカーテン１か所を実施することで，施設の美
観等に努めました。

評価３
＜ひかりプラザ＞花壇管理２か
所，グリーンカーテン１か所

引き続き花壇を活用し，また，グリーン
カーテンを実施します。

子ども子育
て支援課

＜プレイステーション＞グリーンカーテン１
か所を実施しました

＜プレイステーション＞
グリーンカーテン１か所

＜プレイステーション＞
プランター栽培と花壇緑化を実施しました。
グリーンカーテン１か所を実施しました。
※グリーンカーテンの他にプランター栽培と花
壇緑化を進めたことで、子どもたちの植物へ
の興味・関心を高め、施設の美化につながり
ました。

評価４
＜プレイステーション＞
グリーンカーテン１か所

＜プレイステーション＞
引き続きグリーンカーテンの設置等を
実施していきます。

ふるさと文
化財課

・市立歴史公園等の樹木管理として，枯損
木・倒木伐採を行いました（七重塔跡，尼寺
跡，おたかの道湧水園）。
・シルバー人材センターへの委託により，伽
藍中枢部周辺地域の緑地整備として，草
刈・柵修繕を行いました。

・園内の樹木管理
・伽藍中枢部周辺地域の緑地
整備

市立歴史公園等の樹木管理として、枯損木・
倒木伐採を行いました（僧寺伽藍中枢地域、
七重塔跡、尼寺跡、おたかの道湧水園）。
シルバー人材センターへの委託により、伽藍
中枢部周辺地域の緑地整備として、草刈・柵
修繕を行いました。

評価３
・園内の樹木管理
・伽藍中枢部周辺地域の緑地
整備

歴史公園等の樹木管理として枯損木・
倒木の伐採等を行います。
伽藍中枢部周辺地域の緑地整備とし
て、草刈・柵修繕を行います。

協議会評価施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績
Ｒ５年度
担当評価

Ｒ６年度目標値
通
番 施策項目 担当課 具体施策

Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標
値に向けた考え方
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　公共公益
施設の緑化

　公共施設を市内の緑化モデ
ルとして，シンボルツリーの植
栽，屋上緑化や壁面緑化等を
推進するとともに，その緑化方
法や効果等を市民や事業者
へ公開して普及・啓発を図りま
す。
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38
②緑化され
た幹線道路
の整備

建設事業
課

　都市計画
道路の街路
樹の確保

　都市計画道路などの幹線道
路については，延焼遮断機能
や都市景観の向上を図るた
め，街路樹の確保を図ります。
　なお，街路樹の樹種選定等
については，住民の意向を踏
まえつつ，将来的な歩道部の
根張り損傷等を考慮した植栽
とします。

国３・４・12号線及び国３・４・１号線の用地
取得(522.59 ㎡)を行いました。

都市計画道路事業の用地取
得，進捗に応じた設計の実行

国３・４・12号線及び国３・４・１号線の用地取
得(409.04㎡)を行いました。

評価３
都市計画道路事業の用地取
得，進捗に応じた設計及び工事
の実行

引き続き国３・４・12号線及び国３・４・１
号線の用地取得を推進し，進捗に応じ
て設計を行います。

39
③河川など
の緑化

緑と公園課
　野川や用
水路周辺の
緑化

　野川や用水路の水辺空間
は，潤いのある景観形成に果
たす役割が大きいことから，東
京都との調整を図りながら，緑
化を進めます。

野川については，東京都に対して野川の多
自然化の早期整備について要望を引き続
き出しました。
また，姿見の池緑地内用水路についても，
引き続き市民団体と協働して清掃や緑化に
よる維持管理を実施しました。
これに加え，砂川用水についても，同様に
市民団体と協働して清掃や緑化による維持
管理を実施しました。

・東京都への要望及び市民懇
談会を開催
・姿見の池緑地内用水路周辺
の緑の維持管理

野川については、東京都に対して野川の多自
然化の早期整備について引き続き要望しまし
た。
市民懇談会の代わりに野川源流スクールを開
催して、市民との意見交換を行いました。
また、姿見の池緑地内用水路についても、引
き続き市民団体と協働して清掃や緑化による
維持管理を実施しました。
これに加え、砂川用水についても、同様に市
民団体と協働して清掃や緑化による維持管理
を実施しました。

評価３

・東京都への要望及び野川源
流スクールを開催
・姿見の池緑地内用水路周辺
の緑の維持管理

早期整備について引き続き東京都へ
要望するとともに、野川源流スクール
の開催，姿見の池緑地内用水路周辺
及び砂川用水の緑の維持管理を継続
していきます。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
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公民館課
　公共公益
施設の緑化

公共施設を市内の緑化モデル
として，シンボルツリーの植
栽，屋上緑化や壁面緑化等を
推進するとともに，その緑化方
法や効果等を市民や事業者
へ公開して普及・啓発を図りま
す。

【本多公民館】中庭壁面へのグリーンカーテ
ンの設置として，自主グループと協力し，ア
サガオの栽培を実施しました。
【恋ケ窪公民館】自主グループによる２階中
庭での赤米栽培の実施し、また同じく中庭
ではゴーヤ、あさがおによる壁面緑化を実
施しました。正面階段のプランターでは四季
の草木を植え緑化と美化に努めました。
【光公民館】光公民館運営サポート委員有
志が中心となってひかり児童館とも連携し，
公民館のエントランス付近の花壇やフラ
ワーポッドに季節に合わせた花を植え，あさ
がおでグリーンカーテンに取り組みました。
【もとまち公民館】自主グループ「みどりとゆ
びの会」の協力で毎月１回程度，公民館周
辺の花壇等の維持を行い，敷地内の緑化と
美観の確保に努めました。また，駐輪場の
屋根からネットを下ろし，グリーンカーテンの
一環としてゴーヤの栽培に栽培を実施しま
した。
【並木公民館】朝顔による壁面緑化に取り
んだほか、敷地内で苺の栽培も行いまし
た。

<５館>
グリーンカーテンの設置

５館にてグリーンカーテン及び壁面緑化を実
施しました。
【本多公民館】自主グループと協力し，中庭壁
面へのグリーンカーテンの設置として，アサガ
オの栽培を実施，また，前庭花壇等を整備し
草花を植え緑化及び美化に取り組みました。
【恋ケ窪公民館】自主グループによる２階中庭
での赤米栽培を実施、また同じく中庭では
ゴーヤ、あさがおによる壁面緑化に取り組み
ました。玄関正面階段のプランターやフラワー
ポッドでは四季の草木を植え緑化と美化に努
めました。
【光公民館】光公民館運営サポート委員有志
が中心となってひかり児童館とも連携し，公民
館のエントランス付近の花壇やフラワーポッド
に季節に合わせた花を植え，あさがおでグ
リーンカーテンに取り組みました。
【もとまち公民館】自主グループ「みどりとゆび
の会」の協力で毎月１回程度，公民館周辺の
花壇等の維持を行い，敷地内の緑化と美観の
確保に努めました。また，駐輪場の屋根から
ネットを下ろし，グリーンカーテンの一環として
ゴーヤを栽培したり、既存のネットを利用し、
ホップを栽培したりしました。
【並木公民館】朝顔及びゴーヤによるグリーン
カーテンに取り組みました。

評価３
<５館>
グリーンカーテンの設置

引き続き各館でのグリーンカーテンや
緑化、美化に取り組んでいきます。
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施策の方向
（２）民有地の緑化

40
①開発事業
に対する緑
化指導

緑と公園課

　開発敷地
内の緑化充
実と接道緑
化の促進

　一定規模以上の開発事業に
ついては，「国分寺市まちづく
り条例」の緑化基準に基づき，
開発敷地内の緑化を促進しま
す。
　なお，緑豊かな市街地景観
形成の観点から，優先的な接
道部の緑地帯確保を事業者に
要望します。

開発緑化指導時における接道部への緑地
帯設置要請を実施した結果，42案件中39案
件で接道部へ設置されました。

全ての案件で要請
開発緑化指導時における接道部への緑地帯
設置要請を実施した結果，43案件中40案件で
接道部へ設置されました。

評価３ 全ての案件で要請
開発事業における接道部の緑創出等
が行われるように緑化協議を継続して
行います。

基本方針
５．緑と水のネットワーク
施策の方向
（１）拠点や軸を構成する緑や水辺の保全・整備

41
建設事業
課

　幹線道路
及び沿道空
間の緑化

　都市計画道路などの幹線道
路については，高木と低木に
よる街路樹の植栽，沿道空間
の緑化により，広がりのある緑
やオープンスペースを確保し
ます。

国３・４・12号線及び国３・４・１号線の用地
取得(522.59 ㎡)を行いました。

都市計画道路事業の用地取
得，進捗に応じた設計の実行

国３・４・12号線及び国３・４・１号線の用地取
得(409.04㎡)を行いました。

評価３
都市計画道路事業の用地取
得，進捗に応じた設計及び工事
の実行

引き続き国３・４・12号線及び国３・４・１
号線の用地取得を推進し、進捗に応じ
て設計を行います。

42 緑と公園課

　用水路周
辺の緑化・
親水空間化
の検討

　既存の通水用水路について
は，周辺の緑化や親水空間と
しての整備を検討します。

姿見の池緑地内の水路に隣接している西
恋ヶ窪若松公園の親水化等整備工事を完
了しました。

砂川用水の親水化検討
砂川用水路部を横断する開発事業案件につ
いて、水路部を開渠で残すよう指示し、水路と
の親和性の向上に努めました。

評価３ 砂川用水の親水化検討
開発事業を含め、用水周辺における事
業に付随する親水化について検討しま
す。

基本方針
６．協働による緑づくり
施策の方向
（１）緑地の保全及び緑化への意識の醸成

43 緑と公園課
　（仮称）緑
の情報セン
ターの設置

　緑と水に関わる情報を集積・
管理し，自然環境に関する情
報提供の拠点となる「（仮称）
緑の情報センター」は，ハード
面の設置よりも効果的なソフト
面で，この機能を担えるような
施策を検討します。

緑や水に関する各種イベント情報なども含めた
自然環境に関する制度・情報の周知を行いまし
た。市民活動センター内の一部を活用し上記の
資料配架をしました。また，市報やホームペー
ジ上に各行事等を掲載し，情報発信を行いまし
た。
運営については，ホームページ上の情報の充
実に向けた検討を行いました。

・資料配架
・運営方法について検討

緑や水に関する各種イベント情報なども含め
た自然環境に関する制度・情報の周知を行い
ました。市民活動センター内の一部を活用し
上記の資料配架をしました。また、市報やホー
ムページ上に各行事等を掲載し、情報発信を
行いました。
運営については、ホームページ上の情報の充
実に向けた検討を行いました。

評価３
・資料配架
・ＨＰでの緑の情報センターの
運営

資料配架物の内容及び業務の効率化
を踏まえた運営方法についての検討を
継続します。

44 緑と公園課
　エコミュー
ジアムの紹
介・活用

　市内のエコミュージアムであ
る樹林地や水辺空間などを紹
介するパンフレット作成や散策
活動について，市民活動団体
などの協力を得ながら実施し
ます。

エックス山等市民協議会と共催で，稲荷神社，
中藤新田分水胎内堀などを巡るエコミュージア
ムを開催し，多くの市民に参加頂きました。

エコミュージアムを散策するイ
ベントの実施

エックス山等市民協議会と共催で、窪東公
園、姿見の池などを巡るエコミュージアムを開
催し、多くの市民に参加頂きました。

評価３
エコミュージアムを散策するイ
ベントの実施

好評につき、毎年度、散策する場所な
どを変えて、魅力のあるイベントを実施
します。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値

①市内を
ネットワーク
する緑や水
辺の保全・
整備

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等

Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標
値に向けた考え方

①緑に関す
る情報提供

の充実

Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

12 ページ



緑と公園課

新側コロナウイルス感染症対策のため催しは実
施しませんでした。しかし，西恋ヶ窪緑地に植物
についての説明板を設置し，自主勉強というか
たちで実施しました。

各催しの開催
西恋ヶ窪緑地に植物についての説明板を設
置し、自主勉強というかたちで実施しました。

評価３ 各催しの開催

西恋ヶ窪緑地の植物等について、ＮＰ
Ｏ法人団体が学習会を開催しているた
め、協働で開催できないかなどの検討
を行います。

子ども子育
て支援課

＜児童館＞
児童館６館合同行事として，デイキャンプ１回
（川遊び），春遠足１回（自然探索等），秋遠足１
回（収穫体験）を実施しました。デイキャンプで
は川に入っての自然遊び，春遠足ではネイ
チャービンゴを実施し，秋遠足は市内農園での
親子での収穫体験を実施し，自然の触れ合いを
行いました。
<学童>
・集会での話や読み聞かせを９施設で実施しま
した。
・装飾や工作に自然物を取り入れることを12施
設で実施しました。
・庭や所外，戸外で植物に触れることを13施設
で実施しました。
植物や食物を通して季節を体感し，興味を示す
児童は積極的に参加することができました。

<児童館>児童館６館合同野外
活動を年間３回実施。

<学童>
・集会での話や読み聞かせ４施
設実施。
・装飾や工作に自然物を取り入
れることを４施設実施。
・庭や所外，戸外で植物に触れ
ることを６施設実施。

＜児童館＞
児童館６館合同行事として、デイキャンプ１回
（川遊び）、春遠足１回（自然探索等）、秋遠足
１回（収穫体験）を実施しました。デイキャンプ
では川に入っての自然遊び、春遠足では水遊
びを実施し、秋遠足は市内農園での親子での
収穫体験を実施し、自然の触れ合いを行いま
した。
<学童>
集会での話や読み聞かせを10施設で実施し
ました。
装飾や工作に自然物を取り入れることを13施
設で実施しました。
庭や所外、戸外で植物に触れることを14施設
で実施しました。
※児童館では目標値どおりに、学童では目標
値を上回る施設で読み聞かせ等を実施したこ
とで、植物や食物を通して季節を体感し、子ど
もたちの興味・関心を高めることができまし
た。

評価４

<児童館>児童館６館合同野外
活動を年間３回実施。

<学童>
・集会での話や読み聞かせ４施
設実施。
・装飾や工作に自然物を取り入
れることを４施設実施。
・庭や所外，戸外で植物に触れ
ることを６施設実施。

＜児童館＞
引き続き児童館遠足と児童館キャンプ
を実施していきます。
＜学童＞
引き続き集会での話や読み聞かせ等
を実施していきます。

46
③緑のリサ
イクル運動
の推進

ごみ減量
推進課

　せん定枝
の再利用

　緑地・樹林地などの樹木から
発生する剪定枝の再利用を図
ります。

せん定枝のリサイクル率は令和３年度同様
100％を維持できました。また，令和３年度
収集量1,321ｔに対し令和４年度は1,515ｔとな
り，前年度を上回ることができました。
令和３年度より戸別収集を開始したことにと
もない，収集量は高水準を維持することが
でき，資源化の促進を図ることができまし
た。

せん定枝のリサイクル率100％

令和３年度よりせん定枝の戸別収集を開始し
リサイクル率は令和４年度同様100％を維持し
ました。令和３年度1,321ｔ、令和４年度収集量
1,515ｔに対し，令和５年度は1,454ｔとなり、収集
量は高水準を維持することができ，資源化の
促進を図ることができました。

評価３ せん定枝のリサイクル率100％

せん定枝のリサイクル率100％を維持
します。また，戸別収集に変更後間もな
いため，引き続き周知を図り更なる資
源化を促進します。

施策の方向
（2）市民の手による緑のまちづくり活動の促進

47
①市民の手
によるまち
中の緑化

緑と公園課

  市民など
による「コ
ミュニティ
ガーデン」づ
くりの促進

  緑豊かな街なみ形成に向け
て，地域住民等が公園の片隅
などに花や草木を植えて維
持・管理する「コミュニティガー
デン」づくりを促進します。

公園サポート事業において，16公園に花の
種を配布しました。花の咲く時期に近隣住
民や園児などの喜ぶ顔をみてやりがいを感
じると，団体から意見があがりました。また，
市内を巡回中に確認も行いました。

公園サポート事業において，８
公園以上で花の種の配付

公園サポート事業において、11公園に花の種
を配布しました。市内を巡回中にきれいに咲
いている様子を確認しました。住民から喜ばれ
たなど団体からも報告があがっています。

評価３
公園サポート事業において，８
公園以上で花の種の配付

各公園サポート登録団体へ周知し、花
の種の配布を行います。

施策の方向

（3）市民主体の緑のまちづくり活動への支援

48
①緑のボラ
ンティア制度
の充実

緑と公園課
　「緑のボラ
ンティア制
度」の充実

　市民がより気軽にボランティ
ア活動に参加できるような「緑
のボランティア制度」を検討し
ていくとともに，緑のボランティ
ア活動受入団体に対し，情報
提供などの活動支援を充実し
ます。

新規受け入れ人数12人。
緑と公園課窓口に資料を設置，市報に記事
を掲載するなど，緑のボランティアの啓発活
動を行いました。

新規活動希望者受入人数10人
以上

新規受け入れ人数７人。
市報に記事を掲載、緑と公園課窓口に資料を
設置するなど緑のボランティアの啓発活動を
行いました。

評価２
新規活動希望者受入人数10人
以上

緑と公園課窓口に資料を設置、市報に
記事を掲載するなど啓発活動を継続す
るとともに、若年層の取り込みについて
も検討していきます。

49

②緑に関わ
る各種団体
の活動や地
域の活動へ
の支援

緑と公園課
　活動への
支援の拡充
検討

　緑地保全及び緑化推進に関
わる各種団体活動や地域活
動に対する支援制度のの拡充
を検討します。

　緑のボランティア制度に登録のある団体
には，緑に関する情報提供のみに留まり，
制度改正には至りませんでした。
　緑地の保全・再生についてエックス山等市
民協議会などの活動に対し道具の貸出しや
協働事業の充実等に関するサポートを行い
ました。作業時に収集した剪定枝等の回収
処分，管理作業等に必要な資材等の運搬
の協力を行いました。

支援の実施

緑のボランティア制度に登録の団体に対し清
掃用具等の貸し出しができるよう制度の改正
を行うとともに、登録団体に対し制度が改正し
たことについて周知しました。要望のある団体
に対し清掃に必要な物品等の貸し出しを行い
ました。

評価３ 支援の実施
引き続き、市民団体への支援の充実を
図ります。

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

Ｒ４年度実績

45

③緑に関す
る学習機会
の提供や催

しの開催

　自然に関
する学習機
会の提供や
催しの開催
による緑化
意識の向上

　自然とふれあうような環境学
習の実施や自然に関する催し
を開催し，緑地保全及び緑化
推進に関する市民意識の向上

を図ります。

Ｒ５年度実績
Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方
通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 Ｒ４年度実績 R５年度目標値 Ｒ５年度実績

Ｒ５年度
担当評価

協議会評価 Ｒ６年度目標値
Ｒ５年度実績を踏まえたＲ６年度目標

値に向けた考え方

R５年度目標値
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